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１.はじめに 

 食品包装は、個々の食品が持つ品質のレベ

ルを保持し、品質を劣化させるさまざまな因

子を遮断することが求められている。食品を

劣化させる要因は、空気接触による酸化反応

で、食品が有する香りが抜けたり、色が変色

してしまう。さらに外部からにおい等が包装

材を通過し内部に入り食品を汚染してしまう

等が考えられる。 
 本研究では、果物の包装資材に適した、水

蒸気の透過等に最も優れた段ボールなどを検

証し、その包装資材で事業を展開したときの

事業計画を作成し、事業計画を基に事業シミ

ュレーションを行い、本研究内容が事業性を

見出すことを目的とする。なお検証方法は段

ボールの水蒸気透過実験に基づくものとする。 
 
２.先行研究 
 先行研究として、次の項目に関する研究を

前提とする。 
① 果樹農家の現状 
② 適性包装７原則 
③ 包装資材の市場動向 
④ 食品包装の問題点について 
上記①では「果樹農業の現状と試験研究への

期待」(小崎 2011)(1)を表すことができる。 
上記②では「商品の適性包装を考える」(渡辺 
1981)(2)と表すことができる。 
上記③では、「食品用途を始めとした各種容器、

包装資材の市場」(富士キメラ総研 2011)(3)

と表すことができる。 
上記④では「食品包装とその問題点」(上野 
1966)(4)と表すことができる。 
 
３.現状の分析 
 先行研究を元に次の 4つの現状調査を行っ

た。 

 
①国内の果物出荷量、果樹農家数の推移 
を表 1 から読み取ると昭和 60 年から果樹農

家の数が減少し、主業農家の割合が少なくな

っていることがわかった。 

 
図 1 果樹栽培農家数の推移(5) 
（出典）「農業センサス 果樹農業の現状」農

林水産省,p1 より引用 
 
②少子高齢化で開封しやすい、高齢者、子供

が事故を起こさないような包装が要求されて

いる。 
③内容物の品質保持や製品寿命の増加が要求

されている。 
④適性包装が推進されている。 

 適性包装とは省資源、省エネルギー及び廃

棄物処理性を考慮し、合理的でかつ、公正な

包装のことである。輸送包装では、流通過程

での振動、衝撃、圧縮、水、温度、湿度など

によって 物品の価値、状態の低下を来たさな

いような流通の実態に即した包装のことで、 

消費者包装では、過剰包装・過大包装、ごま

かし包装などを是正し、同時に欠 陥包装を排

除するため保護性、安全性、単位、容積、包

装費などについても適切である包装のことで

ある。 

 

４.問題点の抽出 
 上記３の現状調査から次の問題点を表すこ

とができる。 
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①日本国内の果樹農家人口も果物の出荷量が

20 年前と比べて減少し、海外からの輸入が増

加している為、国内の食品包装の需要も減少

している。 
②少子高齢化だが、高齢者、子供向けの包装

があまりされていない。 
③包装に内容物の製品寿命の増加が要求され

ているが。適性包装 7 原則により、内容物に

比べて過剰な包装をしてはならない。 
 
５.対応策 
 本研究では上記４で述べた 3つの問題点の

対応策を考えた。 
①の対応策としては、国内の人口が減少し、

果物農家の人口も果物の出荷量も減少し、国

内での食品包装の需要が減少している。そこ

で、海外市場へ積極的に進出することで問題

を解決できると考えた。日本の包装技術は世

界的に見ても高いレベルで、海外市場の発展

に伴い、日本の高機能な包装資材の需要が期

待できる。 
②の対応策としては、高齢者、子供向けの包

装として、事故などが発生するのを防ぐため

に、取扱の注意を促す表示をすることで解決

できると考えた。 
③の対応策としては、高機能な包装資材を適

性包装 7 原則に基いて、内容物に比べ包装が

過剰品質になるのを防ぐために、水蒸気透過

性や内容物の品質を比べる実験を行いデータ

を取ることで解決できると考えた。 
 
６.検証 
 上記５の対応策として、次の内容を表すこ

とができる。包装資材の選定は包装資材の水

蒸気透過性、内容物の品質などを比較する実

験を行いデータを集め、そのデータを基に回

帰分析を利用する。事業計画を基に果物の包

装で事業展開したときの事業シミュレーショ

ンを行い、その結果から事例分析を行い、更

に本事業に事業適合性があるかを検討する。 
 
 
（実験手順） 
 本実験は 2 種類の段ボール箱を使用し、そ

の封をする際に使用するテープを I 字貼りと

H 字貼りの 2 種類行い、合計 4 種類の段ボー

ル箱を用意した。そしてそれぞれ段ボールに

みかんを 6 個入れ、テープで封をし、24 時間

ごとに電子天びんで箱の重さを測り、重さの

変化を基準に、時間あたりでどれだけ水蒸気

が透過するか検証し、その数値を基にみかん

1 個あたりの水分ロスを算出した。 
 
７.おわりに 
 本研究は、食品包装事業の現状を分析し、

問題点を挙げ、対応策として実際にどの包装

資材、方法が適しているかを実験し、事業計

画を基に、事業収支シミュレーションを検証

するという流れで行った。現状分析により、

食品包装事業、果樹農家について調べたこと

で、食品包装事業における問題点や改善点を

理解することができた。事業シミュレーショ

ン作成したことで、いかに支出を抑えてプラ

ンニングを行うことが重要であるかがわかっ

た。今回の研究を終え、より深い考察を行え

るよう、よりたくさんのデータを収集するべ

きであったと反省した。 
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